
らせん状分子であるペプチド分子のマクロダイポールを一
軸垂直配向させたアレーの模式図と、その電子移動方向の
模式図。電流ー電圧特性のグラフは、基板からアレー表面
への電子移動が起こっていることを示している。

一軸垂直配向させたペプチドアレー表面（●）およびペプ
チドアレーが存在しない表面（○）に硝酸還元酵素を固定
化した際の、光による酵素活性の制御。ペプチドアレー表
面の酵素は、基板表面の光誘起電子供与体から発生した電
子が、ペプチドナノアレーの整流作用により、効果的に表
面酵素に伝達され、大きな酵素活性が生じている。
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技術概要
　私たちは、大きな分極を持つ棒状分子を基板
上に、その方向を揃え、垂直に並べて固定化す
る手法を開発しました。得られた分子の集合体
は、その分子の方向に沿ってのみ電流が流れ、
分子の先端に結合させた酸化還元酵素の活性
が、分子に沿って流れる電流で制御可能である
ことを見出しました。

背景・従来技術
　このような、大きな分極を持つ分子、特にら
せん状の形態をとったポリアミノ酸は、その分
子軸方向に電子を流す” 整流” 作用が期待され
ていましたが、多数の分子を、その方向をそろ
え、垂直に集積する手法はいまだ開発されてい
ません。

特徴
　私たちは、光を受けて電子を放出する分子を
つけた基板上に、らせん状ポリアミノ酸分子を
その分子軸方向に揃え、かつ、垂直に並べて固
定した集積体の上に酸化還元酵素を結合させて、
光により、その酵素の活性、すなわち、物質変
換能を制御することに成功しました。

実用化イメージ
　私たちの作った、らせん状ポリアミノ酸の一
軸垂直配向集積体は、電子を 1方向のみに通す
ダイオードとして有機電子材料に、また、その
整流作用を利用したナノ反応場として期待でき
ます。
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・実用化研究
・用途開発研究

共同研究を希望するテーマ

　樋口研究室では、分子の自己組織化を用いて形成したナノ構造体を用いて、各種機能性材料の構築を
目的に研究しています。
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